
2000年出上の木簡

う

ね

だ

石
川
。畝
田
ナ
ベ
タ
遺
跡

所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
畝
田
東
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
一Ｏ
Ｏ
Ｏ
年

（平
１２
）
四
月
―

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
⑫
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
白
田
義
彦

。
布
尾
幸
恵

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
金
沢
市
西
部
の
海
岸
平
野
に
位
置
す
る
。
周
辺
は
、
戸
水
Ｃ
遺
跡
、

戸
水
大
西
遺
跡
、
藤
江
Ｂ
遺
跡
、
金
石
本
町
遺
跡
な
ど
、
古
代
の
荘
園

・
官
衛

関
連
の
遺
跡
が
集
中
す
る
地
域

で
あ
る
。

本
遺
跡
の
調
査
は
、
土
地
区

画
整
理
事
業
に
伴

っ
て
実
施
さ

れ
た
。
き
わ
め
て
規
則
的
に
配

置
さ
れ
た
大
型
の
掘
立
柱
建
物

洵
群
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
、

金

官
衡
関
連
施
設
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
広
場
的
な
空
閑
地
に
は
、

7654321

掘
形
三
ｍ
×
三
ｍ
深
さ
二
ｍ
の
、
石
川
県
下
で
最
も
大
き
い
縦
板
隅
柱
横
桟
留

め
の
井
戸
Ｓ
Ｋ

一
〇
七
が
検
出
さ
れ
、
多
数
の
斎
串
や
獣
骨
が
出
土
し
て
い
る
。

遺
物
は
須
恵
器

・
土
師
器
が
主
体
で
、
時
期
は
九
世
紀
―

一
〇
世
紀
前
半
で
あ

る
。
墨
書
土
器
は

「東
○
」
が
最
も
多
く
、
「舘
」
「宅
万
呂
」
「射
水
」
「
×
」

「
≡
」
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
六
七
は
、
調
査
地
の
西
端
に
位
置
す
る
、
最
大
幅

一

〇
ｍ
最
深
三
ｍ
の
自
然
河
道
で
あ
る
。
出
土
遺
物
か
ら
、
掘
立
柱
建
物
群
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
機
能
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に
須
恵
器

・
木
製

皿

・
編
物

・
漆
塗
円
形
板

・
漆
付
着
土
器

・
貝
類
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔六
十
力
〕

□
上
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□

「
＜
酒
流
女

一
石
余
」

〔盗
力
〕

□
盗
盗
□
□

□
酒

〔留
ヵ
〕

「
＜
須
□
女

一
石

一
半
」

「
＜
否
益

一
石
二
斗
」

「
＜
比
田
知
子

一
石
二
斗
」
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②
側
ｌ
⑤
は
付
札
で
あ
る
。
上
下
端
と
も
表

上
暴
面
に
切
り
込
み
を
入
れ
て

折
っ
て
い
る
。
い
は
、
切
り
込
み
部
分
が

一
部
欠
損
す
る
。
③
は
、
習
書
木
簡

の
削
婿
。

９
　
関
係
文
献

⑪
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
六

（一
一〇

〇
一
年
）

（布
尾
幸
恵
）

木

簡

研

究

第

笑

号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
孝

一
九
九
三
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
右
京
二
条
三
坊
四
坪
　
薬
師
寺
旧
境
内
　
大
安
寺

旧
境
内
　
興
福
寺
旧
境
内
　
東
大
寺
　
阪
原
阪
戸
遺
跡
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡

右
京
九
条
四
坊
　
飛
鳥
京
跡
　
定
林
寺
北
方
遺
跡
　
金
剛
寺
遺
跡
　
下
茶
屋
遺
跡

長
岡
京
跡
⑪
　
長
岡
京
跡
②
　
平
安
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
三
町
　
大
坂
城
跡
ω

大
坂
城
跡
②
　
大
坂
城
下
町
跡
　
若
江
遺
跡
　
西
ノ
辻
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
⑪
　
袴

狭
遺
跡
②
　
砂
入
遺
跡
　
祢
布
ヶ
森
遺
跡
　
見
蔵
岡
遺
跡
　
木
梨

・
北
浦
遺
跡

藤
江
別
所
遺
跡
　
阿
形
遺
跡
　
伊
勢
寺
遺
跡
　
御
殿

・
二
之
宮
遺
跡
　
東
中
館
跡

長
崎
遺
跡
　
八
幡
前

・
若
宮
遺
跡
　
大
宮
遺
跡
　
一二
堂
遺
跡
　
鴨
田
遺
跡
　
大
戊

亥
遺
跡
　
杉
崎
廃
寺
　
一死
総
社
寺
田
遺
跡
　
南
Ａ
遺
跡
　
安
子
島
城
跡
　
山
王
遺

跡
　
今
塚
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
福
井
城
跡
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
一戸
水
大
西
遺

跡
　
西
念

・
南
新
保
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
宮
長
竹
ヶ
鼻
遺
跡
　
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺

跡
　
円
城
寺
前
遺
跡
　
古
市
澄
跡
　
郡
山
城
下
町
遺
跡
　
周
防
国
府
跡
　
初
瀬
遺

跡
　
船
戸
遺
跡
　
ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡
　
原
の
辻
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
一
六
）

平
城
京
跡
左
京

一
条
三
坊
十
五

・
十
六
坪

沖
縄
の
呪
符
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
里
純

一

い
ま
に
息
づ
く
呪
符

・
形
代
の
習
俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
義
雄

文
書
木
簡
は
い
つ
廃
棄
さ
れ
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
隆
雄

史
料
紹
介
　
　
近
世
の
畳
の
頭
板
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
勝
紀

史
料
紹
介
　
　
近
世
の
荷
札
木
簡
の
一
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
景
二

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




